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水稲 の 時期 別生 育量 が 倒伏 に及 ぼす 影 響 の 品 種 間差 異
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:ま え が き

福島県浜通 り地方の水稲は,海洋性気候の影彗による初

期生育の過繁茂,中期(7月 中旬～8月 上旬)の 日照不足等

によう稲体は軟弱化し,収穫時の倒伏が問題となっている。

この倒伏には,気象的要因が係ることは勿論であるが,

発生機構については品種間差異,幼穂形成期から出穂期に

かけての時期別生育量や栄養状態 と深い関係のあることが  2 節間長と倒伏程度との関係

指摘 されている。 拝長と倒伏程度との間には 3品種とも高い相関が認めら

そこで,本試験では得の弱い良質品種を用いて,時期別  れた。さらに3品種で最も倒伏程度と相関の高い節間をみ

・     生育量と倒伏との関係について検討した結果,倒伏予測上  ると,ササニシキでは第V節間,農林21号では第I節間,

重要と考えられる結果を得たのでここに報告する。      コシヒカリでは第皿節間であった。

このように倒伏と最も高い相関を示す節間は品種によっ

て異なり,ササニシキは下位節間,農林21号 は上位節間,ヽ

コシヒカリはこれらの中間に位置している。

表 2 節間長と倒伏程度との相関
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表 : 時期別草丈と倒伏程度との相関
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葉色測定

落測定法。

調査個体数 : 主得のみ20個体につき調査。

3 試験結果および考察

1 時期別草丈と倒伏程度との関係 3 節位別の節間伸長期

コンヒカリは,時期別草丈と倒伏程度との間には高い相   表 2で品種別に最も倒伏と相関の高かった節間の伸長期

関が認められる。しかし,ササニシキ,農林21号について  間を表 3でみると,ササニシキでは第Ⅳ節間の19日 ,コ シ

は,早い時期 (出篠前25～15日前後 )に倒伏を予測するこ  ヒカリでは第lll節 間の26日 ,農林21号は第■節間で13日 と

とは困難である。

表 3 節位別の節間伸長期

短いが,第皿節間で22日 と長 くなっている。
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注 5月 12～ 13日 植 ,基肥 N04″/8
始期は,節間長が 3物に達 した日。盛期は, 1日 当り最 も節間が伸長した時期。
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このように倒伏と高い相関が認められる節間,ま たはそ  伸長期間を考慮すると,得に占める割合は小さいものと考

の近くの節間の伸長期間は長くなっている。         えられる。

4 節位別節間長と倒伏程度               以上 , 倒伏程度 と相関の高かった節間の伸長特性に    '
表 3で ,品種毎に最も伸長期間の長い節間,つ まり倒伏  ついて検討 したが, これらの節間は,伸長期間が他の

と相関の高い節間の稗長に占める割合を表 4てみると,サ   節間の伸長期間よりも長 く,かつその節間の澤長に占

サニシキでは第V節間の106%,農 林21号では第皿節間の  める割合が比較的小 さく,非常に不安定な節間である    1
170%,コ シヒカリは第皿節間が 196%であり,い ずれも  ことがわかった。

表 3と 同一試験

計ざピ
V V 皿 II I

碍 長

“

伏

度

倒

程節間長

“

V/得長

%

節間長

“

V/得長

%

節間長

“

レ 4澤 長

%
節間長

“

IL/拝長

%

節間長
釧

1/碍長

%

ササニシキ

農 林 21号

コシヒカリ

17

17

48

23

20

54

77

97

129

106

117

145

141

14 1

175

195

170

196

186

208

212

257

25 1

20 7

30 4

367

329

419

442

368

725

830

89 3

09

16

27

表 4 節位別節間長と倒伏程度

5 時期別栄養状態と倒伏との関係            この時期のヨードカリ反応値や葉色と倒伏との関係を表

表 3から最も倒伏と相関の高い節間の伸長盛期ををみる  5,表 6でみると,いずれの品種も,こ れらの時期には高

と,ササニシキでは第V節間の出穂前16日 ,農林21号では  い相関のあることが認められる。

第皿節間の出穂前10日 ,コ シヒカリでは第lll節 間の出穂前   なお,基肥 N量 を多くすると,こ れらの節間の伸長が顕

11日 であった。                     著になり,倒伏を助長する結果も得ている。

表 5 時期別ヨードカリ反応値と協伏との相関
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表 6 時期別葉色と倒伏との相関 (富士葉色票 )
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関がみられる。
4  ま  と  め 3 これら倒伏との相関の高い節間の伸長特性をみると,

1 ササニシキ,農林21号 ,コ シヒカリの倒伏程度を早  他の節間より伸長期間が長く,しかも,拝長に占める割合

期に予測するため,各品種の倒伏に関与する生育量,生  が小 さい特性をもっている。

育部位を検討すると, 草丈 との関係では, 7シ ヒカリ   4 時期別栄養状態との関係では,各品種とも倒伏に関

は早期, ササニシキ,農林21号 は後期の生育量 と相関  与する節間の伸長盛期での相関が強 く現われる。

が高い。                         5 このように,倒伏に関与する部位別生育量.時期別

2 また,節間伸長との関係でみると,ササニシキは第  栄養状態は品種によって異なり,品種に合った倒伏予測技

V節間,農林21号 ,コ シヒカリは第皿節間の伸長と高い相  術の確立が必要である。


